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最近､ Miw a
り
は南極土 壌か ら 多数の Clo stridiu m
so rdelliiと C. bifer m e nta n sを分 離 した と報告し た｡
こ の 両種ほ祈 ら しく出来た Be rgey
'
s M a n u al 第8 版
(1974)
2)
で はウ レ ア ー ゼ に よ っ て 区別さ れ て い る｡ 著
者ら は M iw a よ り こ れ らの 株の 供与 をう け て 検討中,
M iw a に よ っ て C. bife r rn e nta n Sと 同定され た株の 多
くが , ウ レ ア ー ゼ は陰性 で あ るが , 他の 多く の 性状の
上 で , 著 者或 は こ れ ま で の 他 の 著者達 が
3ト 6)
c･
S Ordeli に つ い て述 べ て きた 性状 と 一 致す るも の で あ
る こと が判 っ た｡ 毒性 と ウ レ ア ー ゼ 反 応は C. bifer-
m e nta nsと C. s o rdelliiを区別す る数少い C riteria
の う ちの 最も 重要な鑑別点で あ るが , 毒性 は しば しば
失われ る の で 実際に は, ウ レ ア ー ゼの み が重 要な決め
手と して これ ま で信 じられ て 来て い るの で, 著者ら は
本論文 で果 して ウレ ア ー ゼ陰性 の C. s o rdeliiな る も
の が存在す るか , 否か に つ い て D N A- D N Aho m o
log y
4)
並 び に 細胞壁構成糖成分 の 分 析
冊
並 び に
マ ン ノ ー ス増殖抑制法
4)
を使用 して 分類学的検討 を行
っ た｡
実験村料及 び 方 法
Ⅰ . 使用薗株 ､＼
M iw a に よ っ て C. bifer m e nta n s或は C. s o rdell
と 同定さ れ た全部で72株 を鈴木祥 一 郎教授 (岐大, 医,
細菌)の 好意に よ り分与 をう けた ｡ これ ら は次の 通 り で
ある｡ ウ レ ア ー ゼ陰性株と してJ A M N o s･ 1 1, 21,
30, 42, 142, 235, 237, 463, 512
00
m , 712, 1 , 2
12, 32, 36, 39, 42, 46, 50, 53, 60, 62, 65, 68,
70, 73, 76, 77, 101, 103, 150, 153, 162, 1 68, 1 77,
203, 470. ウ レ ア ー ゼ 陽性株と してJ A M N o s･ 8 ,
20, 27, 29, 36, 38, 40, 41, 44, 48, 79, 86, 89,
92, 245, 247, 249, 252, 254, 255, 256, 257,
258, 259, 262, 303, 317, 318, 31 9, 320, 321, 473,
475, 506, 512→ S ｡
D N A▼ho m olog y上 の レ フ ア ラ ン ス 株と して はC.
bifer menta n s82HSJ2 (こ の 菌に つ い て は林
4)
参照),
C . s ordellii1620 を用い た｡
口
. 生化学性状
N aka m u r aら
5)
, Ta m ai ら
郎
及 び N ishida ら
H)





に したが っ て行 っ た｡
Ⅳ
. 種 々 の テ ス ト
細胞壁構成糖, マ ン ノ ー ス 増殖抑制試験, D N A-
D N Aho m olog yte sts は林
4)
, に した が っ た ｡
結 果
王
. 培養並 びに 生化学性状
ウ レ ア ー ゼ陰性の た め M iw a に よ っ て C. bifer-
m e nta n s と 同定され た ウ レ ア ー ゼ陰性の37株 の う ち
10株は , マ ン ノ ー ス , ソ ル ビ ト ー ル 分解 陽性 で マ ン ノ
ー ス , ソ ル ビ ー ト陰性の, 残 りの27株と く ら べ て 明確
に 区別し う る程度 に 著 しくイ ン ド ー ル 反 応を呈 した｡
且 又 , そ の 2群は コ ロ ニ ー 性状で も は っ き り 区別し得
た｡ 即ち, 前者の1 0株は C･ bife r m e nta n s82仙SJ2 に
似 て い る の に 対 し, の こ りの 27株 の 方 は C. s o rde伸
1620に 似 たも の で あ っ た(コ ロ ニ ー に つ い て はBr J Oks
の 論文
3)
に 詳 しい)｡ した が っ て こ の10株は C. bife r-
m e nta n sと見 な して , 他の27株か ら離 し, この 27株即
ちJ A M No s. 1 , 2 , 12, 32, 36, 39, 42, 46, 50,
53, 60, 62, 65, 68, 7r), 73, 76, 77, 101, 103,15n,
1 53, 162, 1 68, 177, 203, 470 に つ い て C . so rde
lii-1ike str ain s と 命名し て更に 検討に 付す る こ とと し
た｡
Ure aseqn egativ e strain s of Clostridiu m s o rdbllii. Hide aki Haya shi, To m oS him a m ur a,
a nd S hinichi Nakam u r a, Departm e nt of Ba cte riolog y(Dir ector:Pr of. S. Nishida), Scho ol
Of Medicin e, Kana z a w aUniv er sity.
ウ レ ア ー ゼ陰性の Clo stridiu m s o rdellii につ い て
M iⅥW a に よ っ て ウ レ ア ー ゼ陽性で C. so rdelliiと
同定さ れた 株は, 著者らが 今 C. s ordeIIii-1 ke str ains
と命名 した27株と は ウ レ ア ー ゼ産生をの ぞけば, 全く差
異 の な い も の で あ っ た (但 し, す べ て 毒性 は陰性 で あ
る)｡ こ の 株は35株で , M iw a の 命名通り C. s o rdellii
と命名 し, 本論文 で は C. so rdellii-1 ke strains と は
一 応区別して と り あ つ か っ た｡ 但 し, こ の 両者の 間に
は差異は殆 ど認 め られ なか っ た｡
Il
. 細胞壁 構成糖の 決定
8 件の C･ S O r ellii･1 l{ eStr ains, 9株の C. s ordelli
並 び に 3株の C･ bife r m e ntans をそ れぞ れ の 群か ら
任意 に 選び, ペ ー パ ー ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー に よ っ て糖
構成 を調 べ たの が表 Ⅰ である｡
C･ S O rdelliiとC, SOrde1 ii-1ike str ains の す べ て に
未知の 糖 が 認め られ た が , C. bife r me nta n sの どの 株
に も 見る こ と は でき な か っ た (こ の 未知の 糎 はス ポ ッ
ト した点 に 最も接近 して現 わ れ た)｡
既知糖と し ては C. s o rdeli‖ike str ain s は ガ ラ ク
ト ー ス の み であ り, C. so rdelliiは グル コ 山 ス か ガ ラ
ク ト ー ス 或は両者共 の 場合で あ り, C . bife r m e nta n s





マ ン ノ ー ス に よ る増殖抑制試験
C･ S O rdellii-1 ke strains, C. s o rde11ii並 び に C.
bife r m e nta n sを培養 し, 6, 12, 24, 48, 72, 120,
160時間培養後 に そ の 増殖 を波長 560nrn で Optic al
de n sity(O D値)を 測定 した｡ 図1 で示す 様に マ ン ノ
ー ス 加の培地で は C. s ordelliiと C, S O rdellii_1 ke
Strain s で は, 急激な O D値の 減少が起っ た｡ こ れ に 反
してC･ bifer m e nta n sの 場合に は同 d 条件下で は マ ン
ノ ー ス に よ り増殖は促進され た｡ 48時間目に 顕微鏡下
で こ の 培養液を調 べ て見ると マ ン ノ ー ス を付加し な い
場合で は沢 山の 胞子 が 観察され た の に対 し, マ ン ノ ー
ス を付カロした培地 で は細菌細胞の 殆 どは胞子 を形成す
る こ とが 出来ず むし ろ退化した 形を示 した｡
C･ bife r m e nta n sでも この 傾向 はばぼ 同じで は あ っ
たが, C･ S Ordeli に く ら べ て, マ ン ノ ー ス の 影響は,
よ り弱く 現われ た｡
この 事築か ら, マ ン ノ ー ス に よ る O D値の 減少 は増
殖の 阻 止 と 言う よ り むし ろ 細菌の 溶解促進に 由るも の
と推定さ れ る に 到っ た｡ 同様な事実 は24件の C. so rd-
ellii-1 ke strains, 32件の C. s ordeliiの 殆 ど の 株 に
あ て はま っ た (自家融解の は げ しい 株が い く らか あ り,
こ の 株 で は正 確な測定は出来なか っ た∋｡
表1 Cerl w alls uga r c o mpo n e nts of C. sordellii,C . so rdellii･l ke strain s, a nd
C. bife r m e nta n s
Cellw a11s uga rs
eSaerU G lu* Ma n* ㍍nU
C. ∫♂r(お/肪
J A M 41
J A M 44
J A M 79
J A M 89



















J A M 3 2
J A M 3 6
J A M 42
















































C. 占的r 椚 e 〃/〃〃∫







































J A M 237 + +

























































+Gal = gala cto se･G]u 霊 glu c o sc･ Ma n = m a n nOS e, Rha = rha m n o s e, Unk = u nkn o w n suga r.
N o T E‥ Tr = tra C e; + , + +indic atethe r eIativ e a rno u nts pre sc nt.
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Ⅳ
.
D N A山D N Aho m olog y の 測定
C. s ordellii-1 ke str ains, C. s o rdell立並 び に C･
bife r m e nta nsの 関係を D N A～ D N Aho m olog yで
調 べ た成績 を表2 に 示 す｡ 7株の C･ SO rdel ii-1ike
str ai略 5株の C. s o rde11ii並 び に 3株の Cbife r m
-
e ntans 株 を任意に と り あ げ検討 し たの で ある が C･
so rde11ii･1 ke strain s と著者ら が 一 応今ま で命名 した
も の は C. s o rdelliiの 中に 入 れ られ る べ き もの で あ る
こ とが 判っ た｡
考 察
C. sordeIliiは現在 C. bife r m e nta n sか ら は毒性 と
ゥ レ ア ー ゼ反 応 で 区別さ れて い るが
2 醐 1)
,C･ S O rde
-
11iiの 無毒株は めづ ら しく な い の で
Ilj
ゥ レ ア ー ゼの み
が重要な鑑別点 とな っ て い る｡ こ の 研究 で は, ウ レ ア
ー ゼ陰性の C. s o rdellii-1ke str ains が マ ン ノ
ー ス 分
解並 びに 細胞壁構成精中の マ ン ノ
ー ス の 欠礼 並 び に




















C.s o rdelli トti k℡ Str qin s
TIM E (DAYS)
図1 Gro wth in the pres e n ce ofl% m an n os e･ P Y
rn ediu m with l究 m an n os e(○), P Y m ediu m(○)･ P Y
mediu m2% proteo sepeptO n C(Difbo, No . 2)w atcr co n-
taining O.5究ye aste xtra ct, 0.5荒 NaCl, a ndO.1ヲ乞s odiu m
thioglyc olate(PH 7.2).
ho m olog y上 で 区別 しう る こ とが判 っ た ｡
著者の 研 究室で はし ば しば マ ン ノ ー ス陰性の C･ bi
-
fe r m e nta n s株 を分 離す る こ とが あ り又 こ の 様 な株の
同定依頼 をう ける こ とが ある が, こ れ らの 株に つ い て
7 日間培養を仔細に 日 を追 っ て観察す る限 り7 日間の
内何 日 目か に は糖 を分解 して い る こ と が判 っ た｡ こ れ
らの 株 は常 に マ ン ノ ー ス に よ っ て増殖が促進さ れ るか ,
少く と も マ ン ノ ー ス に よ っ て増殖が抑制さ れ る こ と は
な い の で, 著者ら はこ の 試験 に よ っ て 容易に ウ レ ア
ー
ゼ陰性の 無毒の C. s o rdelliiを C･ S O rdelliiと 同定
す る こ と が 出来た ｡
最近 Smith
12)
は C･ S Ordelliiは土 中に 広 く 存在 し
て い る と述 べ て い るが , こ の こ と は ウ レ ア ー ゼ 陰性の
C. s o rdeliiも広 く存在 して C. bife r m e nta n sとの 鑑
別を困難 に す る 可 能性が あ る と考 えられ る ｡ 既 にRode
ら
1:う)
も 又 マ ン ノ ー ス陰性の C. bife r m e ntan s に つ い
て 述 べ て い る｡ し たが っ て 著者ら と して は こ の 鑑 別に
は, 細胞壁の 構成糖中の マ ン ノ ー ス の 欠如, マ ン ノ
ー
ス 発酵 の 欠如, 並 び に マ ン ノ ー ス に よる増殖抑制を考
慮 に 入 れ る こ と が望 ま しい も の と信ず る｡ 但 し, この
マ ン ノ ー ス に 関す る如上 の 諸現 象が 同
一 の 機構 に 基く
も の か どう か に つ い て は著者 は更に 検討す る に は到ら
なか っ た｡
衰2 D N A-D N A ho m olog y of C･ S O rdellii,
C. s o rdellii-1 lくe Str ainst a nd C. bife r m e nta n sJ
% ho m olog yto
D N A 丘o m :
Organis ms Ure a se 16 20 82-SJ2
C. ∫βr(おJ/f∫
1 620
J A M 4 1
J A M 79
J AM 259
J A M 262
J A M 319
C. ∫〃r(お〃拓1ike
Str airlS
J A M 32
J A M 36
J A M 42
J A M 60




















JA M 2 35
JA M 237















































ウ レ ア ー ゼ 陰性の Clo stridiu m s o rdellii につ い て
結 論
毒素原性陰性 で 且 ウ レ ア ー ゼ陰性 で ある こ と に 基き
Clo stridiu m bife r m e nta n sと元 来同定さ れ た37株(こ
れ ら は す べ て 南極 か ら 分離さ れた) の う ち27株 はD N
A-D N A ho m olog y試験, 細胞壁構成糖中の マ ン ノ
ー ス の 欠如, マ ン ノ ー ス に よ る増殖抑制試験に よ っ て
C. s ordelliiと 同定 した｡ C. s ordelliiの 細胞壁構成糖
に つ い て 調 べ て 見 た所, ウ レ ア ー ゼ 陰性 と して用 い た
8株の い づ れ に も グ ル コ ー ス , マ ン ノ ー ス , ラ ム ノ ー
ス は証 明さ れ ず, ガラ ク ト ー スの み が発見さ れた (1
株 に はガ ラ ク ト ー ス も 見出さ れ なか っ た)｡ こ れ に 対し
ウ レ ア ー ゼ陽性株 で は ブ/レ コ ー ス か ガ ラ ク ト ー ス か 或
は両者が存在す る こ と が判 っ た｡
稿を終 ろに あ たり, 終始御懇篤なる御指導と 御校閻 を 軌 ､た
西日■】尚組数授な らびに 御助力を得た徴生拘学教室貝各位に 深 く
感謝の 意を表し ます｡ また蘭分与に 御協会 を得た岐阜大 学医学
部細菌学教室の 鈴木祥 一 郎教授, 上野 一 蔑助教授, 三 和敏夫 博
士 に 謝菅を表し支す｡
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A bstracts
T w e nty -S eVe n Of 37 no n-tO Xigenic, u r e a S e- n ega tive strains o riginally identified
as Clostridium bifer mentans that w e r eis olated in the Antarctic we r e r eidentified
as C . s ordellil by the te sts for
･
D N A- DNA ho m ology. by the abse n ceof m a n nos ein
the cell w al , and by go wth inh ib itio n of m a n n o se . T he testfo rcellw alls uga r
CO m pO n e ntS Of u re ase- n egative a nd - PO Sitive str ain s of C. s o l
'
dellitreve aled that
glucos e, m a n n O S e, a nd rha m n os e co uld n ot be detected in ;lny ()f eight
u re ase- n egative strain s u se■d but galac to s e w as dete ct ab le in s e ven of thc eight
Str ains a nd that glu cos e o rgalactos eor both ofthe tw o s ugars w e r eprese汀しin the
ur e a s e-pOSitiv e str ain stested.
